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第 4 章では、協会 7 号泡なし酵母の増殖および醗酵速度におよぽすアルコールと還元糖による複合
的阻害を考慮したミクロ混合系における実験速度式を求めている。
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し、スケールアップに関する重要な知見を得ている。さらに直径と深さの比が l の場合33.6e の醗酵
槽で正常な清酒醸造が達成できることと、糖とアルコールの両者による複合的阻害を考慮して誘導し
たミクロ混合系における醗酵速度式に醸の物性を考慮した補正を行なうことによって実際の清酒醸造
経過を説明し得ることを明白にしている。
本研究の成果は生物化学工学の進展に寄与するところ大きく、かつ醸造技術の近代化に対し新しい
基礎的知見を提供するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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